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本校では、「今年度末の校内調査における「命や人権の尊さについて考えたこと

がありますか」の項目について、肯定的な回答をする生徒の割合を年度当初より

も増加させる。」ことを年度目標とし、年度目標に応じた事業効果を測る指標とし

て、「中学校３年生での英検３・４級程度の英語力を有する生徒の割合を昨年度以

上にする。」ことを設定した。 

上記を達成するために、以下の１つの取組を行った。 

 

１．取組内容（１）について 

 

１－１．取組を実施する必要性 

 

本校では、全国学力・学習状況調査（以下、「学力調査」と表す）やチャレンジ

テストにおいて、本校の各項目平均正答率は大阪府・市の平均にも及ばず、学力

の向上が最大の課題である。一方、全国体力・運動能力、運動習慣等調査（以下、

「体力調査」と表す）においては、部活動や学校行事などを通した各種の取組に

より、とりわけ男子については全国平均を上回る種目が数多くある。また、これ

までも安心・安全宣言を掲げ、信頼される学校づくりに取り組んできたが、いじ

めや暴力行為等が断続的に発生しており、学級内や学年での生徒同士の人間関係

を客観的に把握する必要がある。 

上記の課題を解決するため、学習サポーターによる学力向上の取組。テントを

購入することによる体力向上の取組。そして、芸術鑑賞を行った。 

 

 

１－２．取組を実施することにより期待できる効果 

・テントの購入で生徒の安全を確保するとともに、各種の運動用具・運動器具を

導入し、体育大会をはじめ各種の学校行事に、室内オリンピックなどの楽しみな

がら体力向上をめざすことができる取組を積極的に取り入れることができる。 

・学びサポーター等を活用することで、朝学習・朝読書・テスト前補習・長期休

業中の家庭学習等が充実する。 

・芸術鑑賞により、物事に感動し、他者を思いやることの大切さを実感する場面

を創出できる。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３．具体的な実施内容 

 

 具体的な実施内容としては、下記のとおりである。 

 ①テント購入による体力向上の取組 

 ②学習サポーター活用による学力向上の取組 

③芸術鑑賞  

 

 

 １－４．取組に対する達成状況（Ａ～Ｄ）及びその評価理由 

 

 ・取組に対する達成状況：Ｂ 

 ・評価理由 

【体力向上】 

○平成 31 年度の体力調査において、特に課題である「５０ｍ走」の平均の記録

を、前年度より向上させる。 

〔30 年度 男子 8.07 女子 9.03（秒）〕【最終…男子 8.24 女子 9.06（秒）】× 

 

【学力向上】 

○平成 31 年度のチャレンジテストにおける標準化得点を、同一母集団で比較し、

いずれの学年も前年度より向上させることを目標とした。 

〔72 期生（現３年）： 30 年度 93.0〕【最終…90.8】× 

〔73 期生（現２年）： 30 年度 89.1〕【最終…91.8】○ 

〔74 期生（現１年）〕【92.0、※２教科（市）…106.6】 

 

【協働】 

○平成 31 年度末の校内調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じ

て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯

定的に回答する生徒の割合を、前年度より増加させる。 

〔30 年度 80％〕【最終…84.5%】○ 

以上の成果から、Ｂ評価とした。 

 

「今年度末の校内調査における「命や人権の尊さについて考えたことがありま

すか」の項目について、肯定的な回答をする生徒の割合を年度当初よりも増加さ

せる。」という年度目標に対して、「71％から 81％」にすることができた。また、

年度目標に応じた事業効果を測る指標として、「中学校３年生での英検３・４級程

度の英語力を有する生徒の割合を昨年度以上にする。」ことを設定し、これに対し

て、「88.2％から 89.9％」にすることができた。 

以上の結果から、年度目標に対する達成状況を「Ｂ」評価とした。 

 

 

 



  

 
  

２．総論 

 

２－１．年度目標の達成状況、総評 

 

本校では、上記の取組を実施することにより、「今年度末の校内調査における

「命や人権の尊さについて考えたことがありますか」の項目について、肯定的な

回答をする生徒の割合を年度当初よりも増加させる。」という年度目標に対して、

「71％から 81％」にすることができた。 

学習サポーターを活用した取り組みをきっかけに、学力は高まりつつある。し

かし、取組としては徐々に進みつつあるものの、最終目標である学力向上に関し

ては明確な成果が出ているとまでは言えない。今後も、主体的・対話的で深い学

びの取組を推進し、子どもたちが楽しいワクワクする授業の創造を推進していく 

 

 

２－２．学校協議会における意見 

 

今回の取り組みが体力向上や学力向上につながっていることを評価する。今後

も、安心して成長することのできる学校づくりと体力・学力向上の取組継続を強

く求める。 

 

 

 


